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有鱗目トカゲ亜目トカゲ科
ゆうりんもく あ もく か





美しくても触れないで　
毒もトゲももってるの

全長︓30～ 60cm

奄・加・請・与路

ヒャン 湿度の高い森の中に住み、主に夜に活動する。長くて
も 60cm ほどで、鮮やかなオレンジ色に黒い縞が入っ
たとてもきれいなヘビであるが、目にする機会は多く
ない。食べ物は小型のトカゲなど。コブラの仲間でじ
つはハブより強い毒をもっているが、口が小さいため
人がかまれて被害を受けることはほとんどない。ただ
し個体によってはかみついてくるものもいるのでむや
みに触らない方がよい。尾の先がとがっている。

◀１３～１９本の

黒い横縞が入る

◀お腹の模様は
白黒で個体ごと
にちがう
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じっとしてるの
　　　得意なんです

全長︓30～ 80cm

奄・加・請・与路・徳

ヒメハブ ハブほど強くはないが毒をもっている。動き回って食
べ物を探すことはなく、じっと待ちぶせをしてそばに
きたカエルや小鳥をとらえて食べる。体の色は茶色で、
じっとしていると落ち葉や枝にまぎれてとても見つけ
にくい。カエルの多い沢や湿地の近くを歩くときはふ
みつけないよう注意が必要。方言でマムシと呼ばれる
が、本州などにいるマムシとは別の種である。ずんぐ
りとした体型はマムシににている。

◀交尾中

◀えものが目の
前にくるまで
じっと待つ

とくい

こうびちゅう

どく

さがす

えだ

ひつよう

べつ しゅ

たいけい

さわ し っ ち

ただようオーラは　
　　　　　　別格です

全長︓100～ 240cm

奄・加・請・与路・徳

ハブ 強い毒をもつ危険な生物。森の中から集落周辺、畑、
海岸など、あらゆる場所に出現する。家の中に入って
くることもあるので注意が必要。熱を感知する器官を
もち、ネズミなどの体温を感知したらすばやく首をの
ばしてかみつき、毒を注入して殺し丸のみにするほか、
カエルやトカゲなども食べる。人々におそれられる一
方、ハブがいるために人が森をむやみに開発しなかっ
たので、奄美の森の守り神ともいわれている。

◀木の上にも登
るので頭の上も
注意が必要

◀目と口の間に
熱を感知する器
官がある
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全長︓80～ 170cm

全ての島

赤と黒の縞模様で、小さいときほど色は鮮やか。森の
中から集落近くまでさまざまな環境にいる。人が近づ
くと頭をもち上げて威嚇してくる。かみつかれると痛
いが毒はない。動き回って食べ物を探し、ネズミ、鳥、
トカゲ、ヘビ、カエルなどいろんなものを食べる。自
分より体が小さければハブも食べてしまう。奄美群島
の各島に住んでいるが、イタチがいる喜・沖・与論で
は数が少なく、なかなか見ることができない。

◀大きなえもの
は巻きついてし
め殺す

◀砂 浜 に 頭 を
つっこんでウミ
ガメのこどもを
食べることも

近よったら　
　　　かみつくぜぇ～

ま
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すなはま
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有鱗目ヘビ亜目ナミヘビ科
ゆうりんもく あ もく か

有鱗目ヘビ亜目クサリヘビ科
ゆうりんもく あ もく か

有鱗目ヘビ亜目クサリヘビ科
ゆうりんもく あ もく か

有鱗目ヘビ亜目コブラ科
ゆうりんもく あ もく か
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